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1.2℃
/1.5℃



2023年は

1.48℃の

気温上昇*

*Copernicus Climate Change Service



温暖化を１.５度以下に抑えるためには…

CO2排出量を…
・2030年には半減
・2050年にはゼロ

まで抑える必要

→世界のCO2総排出量の86%*を
占めるエネルギーセクターの
排出量を早急に削減する必要

出典：⽂部科学省、気象庁訳。IPCC AR6, WG 1, SPM, 図SPM.4 *UNEP. 2023. Emissions Gap Report 2023.





(Decision -/CMA.5: Outcome of the First Global Stocktake)

共通だが差異ある責任/
公平性は？

ファイナンスとの関連は？

原発、CCUS、水素など
誤った気候変動対策

エネルギー部門だけ？

2050年超えてもいいのか？

ガスなどを認める？

requests, urgedなど
よりも弱い“calls on”



：今すぐ始め、この10年で⼤幅に削減する

：歴史的に⼤量の排出をしてきた

 グローバル・ノース/先進国が主導する

：化⽯燃料の採掘、輸送、使⽤といった

 ライフサイクル全てをカバーする

：新規で追加的な公的資⾦でグローバルサウス・

 開発途上国のエネルギー移⾏を⽀援する

脱化⽯燃料の
あるべき姿
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05

Fast

Fair

Full

Funded



(OCI and E3G. 2023 4. G7 Public Finance Briefing.)

G7の再エネと⽐較した年平均の国際化⽯燃料ファイナンス (2020-2022)
(単位：10億⽶ドル）



LNG輸出ターミナルの資⾦援助国上位10カ国
2012-26（(単位：10億⽶ドル）

(OCI. 2023 4. LNG Briefing)



GX
 Green Transformation

AZEC
Asia Zero Emission Community



GX
 Green Transformation

AZEC
Asia Zero Emission Community

01 20兆円の政府投資を
⽔素・アンモニア・

CCS,原⼦⼒等リスク
の⾼い新技術へ

01 東南アジア各国の移⾏ロード

マップを⽇本が作成

02 東南アジアでの誤った気候変

動対策に資⾦⽀援

03 ⽔素、アンモニアバリューチェ

ーンとCCUSネットワーク



脱化⽯燃料と⽇本

01

04 COP25, 26, 27と三年連続で「化⽯賞」を受賞中
  → COP28で4年連続の受賞

G7等で脱化⽯燃料フェーズアウトに反対してきた

02 経済産業省主導のGX, AZECでは誤った気候変動対
策を経済成⻑の中⼼として推進

03

世界各国で未だガス開発に巨額の投融資



化⽯賞

1回⽬「岸⽥⾸相は、⽯炭⽕⼒発電所やガス⽕⼒発電所
で⽔素・アンモニアを混焼する⽇本の⽅針を、真っ当

な排出削減対策として掲げ…さらに、アンモニア混焼
などを東南アジア諸国に売り込むアジアゼロエミッシ

ョン共同体（AZEC）構想をさらに拡⼤する意向を明
らかにしました。この⽇本の⽅針は…東南アジアの
国々の化⽯燃料から再⽣可能エネルギーへの移⾏を遅

らせてしまいます。」

2回⽬「⽇本の脱炭素の焦点は排出削減対策を講じら
れていない⽯炭⽕⼒発電所の新規建設をおこなわない

ことにあると、全く的外れなことを「明⾔」したので

す。…⽇本のエネルギー基本計画では2030年になって
も⽯炭⽕⼒を実に19％を使い続けることになっていま
す。もちろん、⽯炭⽕⼒廃⽌の期限やロードマップは

ありません」

受賞理由

（Climate Action Networkのプレスリリースから抜粋）








